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　近
年
、
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど

の
大
規
模
な
自
然
災
害
が
多
く
発

生
し
、
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自
然
災

害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
災
害
・
防
災
に
対
す
る
知
識
を

深
め
、
食
料
品
な
ど
の
備
蓄
や
避

難
場
所
の
確
認
を
行
う
な
ど
、
日

頃
か
ら
の
備
え
が
必
要
で
す
。

　ま
た
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
助
け

合
い
と
い
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
も
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て
重
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

　町
で
は
、
下
記
の
と
お
り
防
災
訓

練
を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
て
、
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。

月 見
小 網

立 町
旭ヶ丘
南日名
北日名
日名沢
大 宮
新 町
坂 端
苅屋原
網 掛
上五明

町横尾
入横尾
　泉　
中之条
四ツ屋
戌久保
御所沢
田 町

鼠公民館
鼠団地集会所

新地公民館
新地団地集会所

金井振興センター
金井８組合公民館
南条林業センター

町横尾公民館
入横尾公民館
泉区公民館
中之条公民館
四ツ屋公民館
戌久保公民館
御所沢公民館
田町十王堂

中心市街地コミュニティセンター
（横町公民館・込山公民館）

立町公民館
旭ヶ丘公民館
南日名公民館
北日名公民館
日名沢公民館
大宮公民館
新町公民館
坂端公民館
苅屋原公民館
網掛公民館
上五明公民館

坂城町ふれあいセンター
（上平公民館）

月見区集会所
小網公民館

鼠

新 地

金 井

横 町
込 山

上 平

南条小学校

南条保育園

文化センター

坂城中学校

坂城小学校

坂城保育園

坂 城 高 校

村上小学校

村上保育園

地区 中核避難所収容避難所（応急避難所）

地 区 別 避 難 所

日
時
　
８
月
28
日（
日
）

　
　
　
午
前
７
時
30
分
〜

場
所
　
南
条
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

対
象
　
南
条
地
区

総合防災訓練

　
上
記
「
③
緊
急
速
報
メ
ー
ル
情

報
配
信
訓
練
」
で
は
、
携
帯
電
話

会
社
が
提
供
す
る
緊
急
速
報
メ
ー

ル
を
用
い
た
避
難
情
報
の
配
信
訓

練
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
時
　
８
月
28
日（
日
）

　
　
　
午
前
７
時
45
分
〜
55
分
頃

内
容
　
町
か
ら
町
民
の
み
な
さ
ん

の
携
帯
電
話
に
訓
練
用
の
メ
ー

ル
を
配
信
し
ま
す
。
専
用
の
警

告
音
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
携
帯
電
話
を
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に

し
て
い
て
も
警
告
音
が
鳴
り
ま

す
の
で
、
受
信
し
た
く
な
い
場

合
は
、
右
記
時
間
帯
は
携
帯
電

話
の
電
源
を
お
切
り
く
だ
さ
い
。

訓
練
内
容

①
情
報
伝
達
訓
練

②
警
戒
本
部
設
置
訓
練

③
緊
急
速
報
メ
ー
ル
情
報
配
信
訓
練

④
避
難
誘
導
訓
練

⑤
参
加
者
に
よ
る
搬
送
・
初
期
消
火
・

水
防
・
避
難
所
運
営
訓
練
な
ど

⑥
消
防
団
に
よ
る
消
火
訓
練

⑦
消
防
署
に
よ
る
高
所
救
出
訓
練

◎問い合わせ先　住民環境課生活安全係
　☎82－3111（内線 124）　有線 88－1024
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児童扶養手当「現況届」

　平成28年８月１日から「児童扶養手当法」の一部が改正され、ひとり親家庭の支援を目的に児童扶養
手当の第２子の加算額および第３子以降の加算額が増額されます。
　また、今回は、特に経済的に厳しい状況にあるひとり親のご家庭に重点を置いた改善を目的としてい
るため、それぞれのご家庭の所得に応じて加算額が決定されます。

※各種手当については、随時、新規で受給したい方や現在、手当を受給している方で、状況が変化した
方などからの相談を受け付けていますので、下記までご連絡ください。

各種手当の大切なお知らせ

子どもが１人の場合

全部支給 42,330円 一部支給 42,320円～9,990円（所得に応じて決定）

定額  5,000円

子どもが２人目の加算額

全部支給 10,000円 一部支給 9,990円～5,000円（所得に応じて決定）平成28年８月～

定額  3,000円

子どもが３人目以降の加算額（１人につき）

全部支給 6,000円 一部支給 5,990円～3,000円（所得に応じて決定）平成28年８月～

　毎年、児童扶養手当を受給している方は「現況届」、特別児童扶養手当を受給している方は「所得状
況届」、特別障害者手当・障害児福祉手当を受給している方は「現況届」と「生計維持関係等申出書」
の提出が必要です。受給者の皆さんに、届出書類を送付しますので、期限までに提出をお願いします。

届出期間 ８月１日（月）～31日（水）※土・日曜日・祝日を除く
受給対象者 ひとり親家庭など（父または母が重度の障がいがある場合を含む）で18歳未満の児童を養育している方

※児童扶養手当受給から５年を経過された方には「児童扶養手当一部支給停止適用除外事由届出書」を
送付してあります。該当される方は、あわせて提出してください。

特別児童扶養手当　「所得状況届」

届出期間 ８月12日（金）～９月12日（月）※土・日曜日を除く
受給対象者 20歳未満で精神、又は身体に障がいを有する児童を家庭で監護、養育している父もしくは母、又は父

母に代わって児童を監護している方

特別障害者手当・障害児福祉手当　「現況届」と「生計維持関係等申出書」

届出期間 ８月12日（金）～９月12日（月）※土・日曜日を除く
受給対象者 (1)特別障害者手当　日常生活において、常時特別の介護を必要とする20歳以上の重度障がい者（障が

いを重複して有する方）
(2)障害児福祉手当　日常生活において、常時介護を必要とする20歳未満の重度障がい児

◎提出・問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線136）　有線 88－1028

※平成28年８月分から加算額が増額されますが、平成28年８月から同年11月分は、４か月分の児童扶養
手当の支給月である平成28年12月に支払われます。

　子どもが１人の場合の手当額にすでに導入されている、物価の動向に合わせて支給額が変わる「物価ス
ライド制」を、平成29年４月から、子どもが２人以上の場合の児童扶養手当の加算額にも導入されます。

「全部支給」「一部
支 給」に つ い て、
詳しくはお問い合
わせください。
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８
月
１
日
か
ら
、
70
歳
以
上
75
歳

未
満
の
方
の
高
齢
受
給
者
証
が
新
し

く
な
り
ま
し
た
。
該
当
さ
れ
る
方
に

は
、
７
月
下
旬
に
、
新
し
い
受
給
者

証
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
８
月
以

降
に
病
院
や
薬
局
に
行
く
と
き
は
、

保
険
証
と
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
、
医

療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
窓
口
で

の
支
払
額
を
限
度
額
ま
で
に
す
る
た

め
の
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
有

効
期
限
は
、
毎
年
７
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
８
月
以
降
に
引
き

続
き
認
定
証
が
必
要
な
場
合
は
、
忘

れ
ず
に
役
場
福
祉
健
康
課
に
て
交
付

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
保
険
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
９

　
８
月
１
日
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま

し
た
。
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す
る

と
き
は
、
新
し
い
保
険
証
を
お
使
い

く
だ
さ
い
。
保
険
証
は
７
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
住
所
・
自
己

負
担
割
合
な
ど
の
記
載
内
容
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

ら
福
祉
健
康
課
保
険
係
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
古
い
保
険
証
は
８
月
１
日
以
降
使

え
ま
せ
ん
の
で
、
役
場
へ
返
還
し
て

い
た
だ
く
か
、
各
自
で
破
棄
す
る
な

ど
必
ず
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し

い
保
険
証
の
色
は
「
桃
色
」
に
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

重　　要 転 送 不 要

料 金 後 納
郵 便

大切なお知らせです。
必ず開封し、確認してください。

〒380-0935
長野市大字中御所79-5　NOSAI長野開館２階
TEL(026)229-5320㈹　FAX(026)228-1850
http://www.koukikourei-nagano.jp/

▼このクリーム色（うすい黄色）の封筒で届きます ▼保険証の見本

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
医
療
を

受
け
て
い
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
で
、
既
に
入
院
し
て
い
る
、
ま
た

は
今
後
入
院
す
る
予
定
の
あ
る
方
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
入
院
し
た
と
き
に
窓
口
で
支

払
う
一
部
負
担
金
、
入
院
時
の
食
費

や
居
住
費
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

交
付
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

申
請
に
よ
り
認
め
ら
れ
れ
ば
限
度
額

を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
す
で
に
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
方

で
、
認
定
区
分
（
下
表
）
に
変
更
が

な
い
方
は
自
動
継
続
さ
れ
ま
す
。
更

新
さ
れ
た
認
定
証
を
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
し
た
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
認
定
を
受
け
て
い
る

方
で
も
、
区
分
に
変
更
の
あ
る
場
合

は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
区
分
Ⅱ
の
認
定
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
、長
期
入
院
（
過

去
１
年
間
の
入
院
日
数
が
90
日
を
超

え
る
）
に
該
当
す
る
方
は
「
長
期
該

当
者
認
定
」の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

該 当 基 準区分

同一世帯の全員が住民税非課税世帯である
（区分Ⅰ以外）

同一世帯の全員が住民税非課税で、それぞ
れの各収入等から必要経費・控除額（年金
の所得は控除額を80万円として計算）を差
し引いたときに０円となる方

区分Ⅱ

区分Ⅰ

認 定 区 分◎
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
保
険
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
９
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・平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれ

・平成２年４月２日～平成３年４月１日生まれ

・昭和60年４月２日～昭和61年４月１日生まれ

・昭和55年４月２日～昭和56年４月１日生まれ

・昭和50年４月２日～昭和51年４月１日生まれ

子宮頸がん検診対象者

・昭和50年４月２日～昭和51年４月１日生まれ

・昭和45年４月２日～昭和46年４月１日生まれ

・昭和40年４月２日～昭和41年４月１日生まれ

・昭和35年４月２日～昭和36年４月１日生まれ

・昭和30年４月２日～昭和31年４月１日生まれ

乳がん検診対象者

子宮頸がん検診・乳がん検診を受けましょう！
　
が
ん
は
、
細
胞
の
遺
伝
子
が
傷
つ

い
て
発
生
す
る
病
気
で
誰
で
も
か
か

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
が
ん
に
か
か
る
人
は
年
々
増
加

し
、
日
本
人
の
約
２
人
に
１
人
が
一

生
涯
に
１
回
は
「
が
ん
」
と
診
断
さ

れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
宮
頸

が
ん
と
乳
が
ん
の
早
期
発
見
の
た

め
、
検
診
対
象
者
に
「
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
」を
配
布
し
ま
し
た
。

　
が
ん
で
命
を
落
と
さ
な
い
た
め

に
、
そ
し
て
、
大
切
な
身
体
を
守
る

た
め
に
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

対
象
者

　 

下
記
の
生
年
月
日
に
該
当
す
る

女
性
で
、
過
去
５
年
間
に
町
の
子

宮
頸
が
ん
検
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
診
及
び
無
料
ク
ー
ポ
ン
検

診
を
受
け
て
い
な
い
方
。

検
診
期
間

　
平
成
28
年
８
月
１
日
〜
　
　
　
　

　
平
成
29
年
２
月
28
日

※

不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
５
１
１
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
７

坂城町の死亡原因  第１位！！
男性は “悪性新生物” 、女性は “血管疾患”！！

　
町
で
は
、
年
間
約
２
０
０
人
前
後

の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
て
い

ま
す
。
男
女
全
体
の
死
亡
原
因
の
約

３
割
を
占
め
て
い
る
の
が
、〝
悪
性
新

生
物
＝
が
ん
〞
で
、
男
性
で
は
１
位
、

女
性
で
は
２
位
で
す
。
発
症
部
位
別

で
み
る
と
男
女
と
も
に
肺
が
ん
、
大

腸
が
ん
、
胃
が
ん
が
上
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
65
歳
未
満
の
方
の
死
亡
原

因
で
は
約
４
割
と
高
い
割
合
で
す
。

若
い
方
は
進
行
が
早
い
の
で
、
よ
り

早
期
の
発
見
が
重
要
で
す
！

　
女
性
の
死
亡
原
因
第
１
位
は
〝
血

管
疾
患
〞
で
約
３
割
、
次
い
で
〝
が

ん
〞
が
約
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

血
管
疾
患
と
は
、「
心
血
管
疾
患
」「
脳

血
管
疾
患
」「
慢
性
腎
不
全
」
を
合

わ
せ
た
疾
患
に
な
り
ま
す
。
動
脈
硬

化
な
ど
に
よ
り
血
管
が
傷
つ
く
と
、

心
臓
、
脳
、
腎
臓
な
ど
の
臓
器
へ
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ご
自
身
の
血

管
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
自

宅
で
で
き
る
こ
と
は
血
圧
測
定
で
す
。

正
常
血
圧
は
最
高
血
圧
１
２
５
未

満
、
最
低
血
圧
80
未
満
。
最
高
血
圧

１
３
５
、
最
低
血
圧
85
を
超
え
る
方

は
高
血
圧
で
す
！ 

ご
自
宅
で
日
常
的

に
血
圧
の
チ
ェ
ッ
ク
を
始
め
ま
せ
ん

か
。

　
さ
ら
に
健
康
診
断
で
血
液
の
中
身

を
確
認
し
、
き
れ
い
な
血
液
を
保
ち

ま
し
ょ
う
。

坂城町の死亡原因  
男性は 

保健センター

☎82－3111（内線
511）

有線88－1047
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20%

25%

30%

35%

40%
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男性

女性

悪性新生物 血管疾患 肺炎

町の死亡原因の推移町の死亡原因の推移
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町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

緑
の
募
金
は
総
額
４
２
５
，
６
９
８

円
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
、
里
山
保
全
・
維
持

管
理
活
動
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
て
お

り
、
町
内
３
小
学
校
の
新
入
生
へ
の

バ
ラ
苗
木
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
坂
城
小

学
校
「
み
ど
り
の
少
年
団
」
の
活
動

助
成
や
、
町
内
小
中
学
校
の
学
校
敷

地
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
緑
化
推
進
活
動

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
来
年
も
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
農
林
整
備
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

　
有
線
８
８
―
１
０
３
８

平
成
28
年
度

 「
緑
の
募
金
」に

 

４
２
５
，６
９
８
円

平
成
28
年
度

 「
緑
の
募
金
」に

 

４
２
５
，６
９
８
円

　坂城町では、ふるさと納税をされた方に対し、特産品などのお礼の品を送っています。
　お礼の品の更なる充実を図るため、商品やサービスを提供していただける事業者の方々を随時
募集しています。町で作られた特産品などをお礼の品として贈ることは、町の魅力や特産品など
のＰＲにつながります。地域の魅力発信にご協力いただける事業者様の応募をお待ちしています。

・各種法令などに基づいた生産、製造及び販売を行っていること。
・本社（本店）、支社（支店）、事業所などが町内にある法人、団体又は事業者であること。
・町税などの滞納がないこと。
・代表者などが、法令に規定される暴力団の構成員などでないこと。

事
業
者

お
礼
の
品

◎申込・問い合わせ先 　企画政策課企画調整係　☎82－3111（内線 224）　有線 88－1018

・坂城町の魅力を発信し、地域産業の振興につながる要素をもつ商品などであること。
・町内で生産、製造及び加工されているものなどであること。
・品質及び数量の安定した供給ができること。（期間・数量を限定して供給できるもの可）
・飲食物の場合は、商品到着後５日以上の賞味期限が設けられていること。
・体験型サービスなどイベントを提供する場合は、1 年間以上有効期限を有すること。

以下の応募要件を全て満たすことが必要です。

・お礼の品の代金、配送費用は町が負担しますので、事業者様の収益につながります。
・町が配布するふるさと納税寄附金のパンフレットやふるさと納税専門サイトに商品など
を掲載しますので、事業者様のＰＲができます。
・寄附者への商品発送時に、自社製品などのパンフレットを同封できます。

応募方法

募集期間

検討している商品内容など、直接、企画政策課へご連絡ください。

随時受け付けています。
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坂城町開票区
掲載は届出順

政　党　名
社会民主党
国民怒りの声
おおさか維新の会
公明党
日本共産党
幸福実現党
自由民主党
新党改革
日本のこころを大切にする党
生活の党と山本太郎となかまたち
民進党
支持政党なし

政党得票数
154.000 

37.000 
290.000 
509.000 
891.000 

45.000 
2,016.000 

37.000 
34.000 
81.000

2,235.000 
106.000 

個人得票数
25.000 
11.230
30.304 

491.090
81.034 

5.000 
500.259 

52.310
10.000 

6.000
323.769 

6.000 

合計得票数
179.000 

48.230 
320.304

1,000.090 
972.034 

50.000 
2,516.259 

89.310
44.000 
87.000

2,558.769 
112.000 

◎問い合わせ先　坂城町選挙管理委員会事務局（総務課内）　☎82－3111（内線214）　有線88－1007

比例代表選出議員選挙（各個人候補者の得票数は省略）

有権者数：12,904　　　　　　　　　   　  （切り捨て票数：0.004）
投票者数：8,325（有効：7,977   無効：347   持ち帰り、その他：1）
投 票 率：64.51％

有権者数：12,904
投票者数：8,325（有効：8,178   無効：146

持ち帰り、その他：1）
投 票 率：64.51％

長野県選出議員選挙
候補者名

杉尾ひでや
及川ゆきひさ
若林けんた

政党名
  民進党
幸福実現党
自由民主党

得票数
4,653

128
3,397

平成28年７月10日 参議院議員通常選挙結果
選挙権年齢が「満20歳以上」から「満18歳以上」に引き下げられてから、初めての選挙となりました。

◎問い合わせ先　建設課管理係　☎82－3111（内線175）　有線88－1014
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白球を追いかけて！ 坂城の野球少年たちが26年ぶりの快挙

　
坂
城
千
曲
マ
イ
ナ
ー
リ
ー
グ
が
、

６
月
に
安
曇
野
市
で
開
催
さ
れ
た

「
Ｍ
Ｌ
Ｂ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
６
信
越

連
盟
大
会
」（
長
野
・
新
潟
両
県

で
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
16

チ
ー
ム
が
参
加
）
で
、
26
年
ぶ
り

に
決
勝
の
舞
台
に
勝
ち
上
が
り
ま

し
た
。

　
勝
て
ば
８
月
に
宮
城
県
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
で
き
る

と
あ
っ
て
、
選
手
た
ち
は
チ
ー
ム

一
丸
と
な
り
精
一
杯
戦
い
ま
し
た

が
惜
し
く
も
敗
退
。
監
督
の
浅
川

恭
平
さ
ん
は
、「
全
国
大
会
へ
の
出

場
は
逃
し
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち

は
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

試
合
毎
に
選
手
も
チ
ー
ム
も
成
長

す
る
姿
が
見
て
取
れ
て
本
当
に
頼

も
し
か
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
ま

だ
駆
け
出
し
た
ば
か
り
。
今
回
の

経
験
を
、
リ
ト
ル
、
シ
ニ
ア
、
高

校
野
球
へ
と
今
後
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
に
繋
げ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
坂
城
千
曲
少
年
硬
式
野

球
連
盟
で
は
、
小
学
校
１
年
生
か

ら
中
学
２
年
生
ま
で
、
随
時
仲
間

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
白

球
を
追
い
か
け
、
泥
だ
ら
け
に
な
っ

て
野
球
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　﹇
事
務
局
﹈
中
村
さ
ん

　
☎
８
２―
５
３
２
９

坂城千曲マイナーリーグがMLB CUP 信越連盟大会準優勝！

たゆまぬ努力が実を結び

富
山
萌
衣
さ
ん
、
宮
原
凛
成
さ
ん

宮
下
留
花
さ
ん
、
牧
内
愛
実
さ
ん

田
中
朱
音
さ
ん

　
６
月
26
日（
日
）に
、
松
本
市
で

開
催
さ
れ
た
第
33
回
長
野
県
小
学

生
陸
上
競
技
大
会
の
女
子 

４ ×
 

１
０
０
ｍ
決
勝
で
、
坂
城
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
陸
上
部
・
坂
城
Ｊ
Ａ
Ｃ

の
富
山
萌
衣
さ
ん
、
宮
原
凛
成
さ

ん
、
宮
下
留
花
さ
ん
、
牧
内
愛
実

さ
ん
が
、
53
秒
24
の
長
野
県
小
学

生
新
記
録
を
樹
立
し
見
事
優
勝
。

神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
に
、
田
中
朱
音
さ
ん
を
加
え
た

５
名
で
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

田
村
純
菜
さ
ん

　
７
月
16
日
（
土
）
か
ら
18
日
（
月
・

祝
）に
、
松
本
市
で
開
催
さ
れ
た
第

62
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競

技
長
野
県
大
会
に
お
い
て
、
坂
城

中
学
校
３
年
の
田
村
純
菜
さ
ん
が

女
子
３
年
１
０
０
ｍ
決
勝
で
５
位
、

女
子
共
通
２
０
０
ｍ
決
勝
で
優
勝
。

松
本
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

と
富
山
県
で
開
催
さ
れ
る
北
信
越

大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

田
村
有
利
奈
さ
ん

中
村
祐
太
さ
ん

　
６
月
16
日
（
木
）
か
ら
19
日
（
日
）

に
、
石
川
県
で
開
催
さ
れ
た
第
55

回
北
信
越
高
等
学
校
陸
上
競
技
大

会
に
お
い
て
、
上
田
東
高
校
３
年

の
田
村
有
利
奈
さ
ん
が
１
０
０
ｍ

決
勝
で
６
位
、
長
野
日
大
高
校
３

年
の
中
村
祐
太
さ
ん
が
１
５
０
０

ｍ
で
４
位
に
入
賞
。
岡
山
県
で
開

催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

し
ま
す
。

坂城の陸上選手が全国大会へ！

▲左から、宮原凛成さん、宮下留花さん、富山萌衣さん、
牧内愛実さん、田中朱音さん

▲田村純菜さん
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川島亜子さん、川崎 龍さんによるサックスとピアノの共演

　
６
月
25
日（
土
）、
中
心
市
街
地
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
坂
城
町
国
際
交
流
協
会

主
催
に
よ
る
熊
本
地
震
復
興
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
演
は
、
町
出
身
の
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
奏

者
・
川
島
亜
子
さ
ん
と
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
・

川
崎 
龍
さ
ん
で
す
。
二
人
は
、
東
京
芸
術

大
学
在
学
中
の
平
成
25
年
に
も
町
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
プ
ロ
の
奏
者

と
な
っ
た
川
島
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
回
は
地

元
で
の
凱
旋
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
は
２
０
０
名
を
超
え
る
お
客
様
で

満
員
と
な
り
、
川
島
さ
ん
が
作
曲
し
た
曲

な
ど
全
９
曲
が
披
露
さ
れ
、
美
し
い
演
奏

に
会
場
中
が
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
被
災
地
へ
の
義
援
金
と
し
て
、

１
３
０
、４
０
２
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲左から、川崎 龍さん、川島亜子さん

熊本地震復興支援 チャリティーコンサート

50年の永きにわたる活動を評価

坂城小学校学有林運営委員会が長野県知事賞を受賞
　
坂
城
小
学
校
学
有
林
運
営
委
員
会
（
委

員
長
：
深
井
志
津
男
さ
ん
）
が
、
第
67
回

全
国
植
樹
祭
の
記
念
式
典
に
お
い
て
、「
長

野
県
み
ど
り
の
功
労
者
み
ど
り
の
活
用
【
ゆ

め
】部
門
」で
長
野
県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
、

坂
城
小
学
校
で
、
長
野
地
方
事
務
所
前
島

啓
伸
林
務
課
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
運
営
委
員
会
は
、
地
域
の
農
業
経
営

者
や
林
業
従
事
経
験
者
な
ど
が
主
体
と

な
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
41
年
の

発
足
以
来
、
約
８
・
３
ha
あ
る
学
有
林
に

お
い
て
、
児
童
が
様
々
な
体
験
を
通
じ
て

自
然
を
敬
い
、
仲
間
と
協
力
す
る
心
を
育

む
た
め
の
活
動
を
永
年
に
わ
た
り
支
え
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
表
彰
は
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
顕

著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
、
50
年
目
と
な
る
節
目
の
年
に
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

金沢工業大学との連携・協働に関する協定の一環として

坂城経営フォーラム  明道弘政氏講演会
　
６
月
20
日（
月
）、
坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

で
、
金
沢
工
業
大
学
大
学
院
教
授
の
明
道

弘
政
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
平
成
28

年
度
第
１
回
坂
城
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
題
は
、「
企
業
品
質
の
現
状
と
動
向
に

つ
い
て
」。
昨
今
の
世
界
経
済
の
動
向
か
ら

日
本
企
業
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
企
業
の

品
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
、

経
営
革
新
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
要
因
な

ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
明
道
先
生
に
よ
る
と
、「
企
業
経
営
で
第

一
に
考
え
る
べ
き
こ
と
」
は
、『
働
く
人
の

幸
福
』
で
あ
り
、
利
益
や
成
長
は
そ
の
た

め
の
手
段
に
過
ぎ
ず
、
目
的
と
手
段
を
取

り
違
え
ず
に
経
営
を
積
み
重
ね
て
い
け
ば
、

安
定
成
長
と
企
業
の
永
続
が
叶
え
ら
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。

　
参
加
し
た
企
業
経
営
者
の
皆
さ
ん
は
真

剣
な
眼
差
し
で
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

09
B

▲明道弘政先生

09
B

▲左から、長野地方事務所  前島啓伸林務
課長、深井志津男委員長
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納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
め
て

く
だ
さ
い
（
介
護
保
険
料
は
コ
ン
ビ

ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
）。
口
座

振
替
は
、
８
月
31
日（
水
）に
指
定
口

座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の
で
、
振
替

日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
８
月
22
日（
月
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
２

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、

県
下
統
一
の
県
営
住
宅
入
居
者
募

集
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間
　
８
月
22
日
〜
31
日

※

期
間
中
の
土
・
日
曜
日
も
受
付
可

募
集
の
詳
細
　
８
月
15
日
頃
発
表

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
課

　
☎
０
２
６―

２
２
７―

２
３
２
２

　
町
で
は
、
高
齢
者
の
方
に
敬
老
の

意
を
表
し
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、

毎
年
９
月
に
、
該
当
さ
れ
る
方
に
敬

老
祝
い
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

該
当
者
　
次
の
(1)
も
し
く
は
(2)
に
該

当
し
、
９
月
１
日
現
在
で
、
町

内
に
住
所
を
有
す
る
方

(1)
今
年
度
99
歳
以
上
の
方

（
大
正
７
年
３
月
31
日
以
前
生
ま

れ
の
方
）

(2)
今
年
度
88
歳
に
な
る
方

（
昭
和
３
年
４
月
１
日
〜
昭
和
４

年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方
）

※

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
社
会
福
祉

施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
該
当
さ
れ
る
方
に
は
訪
問
日
時
な

ど
に
つ
い
て
個
別
に
通
知
を
し
ま
す

が
、
要
件
に
該
当
す
る
方
で
８
月
中

に
通
知
の
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
３
６
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
８

　
商
品
の
売
買
や
各
種
の
証
明
行
為

に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
を
お
持
ち

の
皆
さ
ん
は
、
２
年
に
１
回
の
定
期

検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、
坂
城
町
を
対
象
と
し
て

検
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、「
は
か

り
」
を
持
参
し
、
必
ず
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
検
査
に
は

手
数
料
（
検
査
代
金
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

日
時
　
９
月
21
日（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

場
所
　
Ｂ
・
Ｉ
プ
ラ
ザ
さ
か
き

　
　
　（
坂
城
駅
前
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
５
４
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
７

・
長
野
県
計
量
検
定
所 

検
定
・
検
査
課

　
☎
０
２
６
３―

４
７―

４
０
０
６

　
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く

い
所
得
の
少
な
い
高
齢
者
の
方
へ
の

支
援
を
す
る
た
め
、
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
方
に
支
給
さ
れ
る
高
齢
者

向
け
給
付
金
（
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
）
の
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
４
月
に
申
請
書
が

届
い
た
方
で
、
ま
だ
申
請
を
済
ま
せ

て
い
な
い
方
は
、
期
限
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額
　
３
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　（
対
象
者
一
人
に
つ
き
）

申
請
期
限
　
８
月
15
日（
月
）ま
で

※

郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
３
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
６

　
町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

の
一
環
と
し
て
、
化
石
燃
料
使
用
量

の
削
減
を
図
る
た
め
、
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
、
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の
購

入
な
ど
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
交
付
条
件
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
町
内
に
居
住
も
し
く
は

事
業
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は

事
業
者
で
、
町
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方

補
助
額
　
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
及

び
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の
本
体

購
入
経
費
及
び
施
設
整
備
に
要

す
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
限

度
額
10
万
円
）

※

予
算
額
10
万
円
に
達
し
次
第
締
切

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
農
林
整
備
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
５
５
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
８

町
県
民
税（
第
２
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
２
期
）

介
護
保
険
料（
第
２
期
）

納
期
限
は
８
月
31
日（
水
）

（坂城栄）

（本　社）
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お
盆
中
は
、
し
尿
収
集
が
休
業

と
な
り
ま
す
。
お
盆
前
の
収
集
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
８
月
５
日（
金
）

ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

休
業
日
　
８
月
13
日
〜
16
日

申
込
先
　（
株
）ア
ク
テ
ィ
ブ

　
　
　
　
☎
・
有
線
８
２―
３
６
７
５

収
集
料
金
　
１
２
６
円
／
18
ℓ

※

ご
み
の
収
集
は
通
常
ど
お
り
行
い

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
２
５
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
５

　
第
45
回
坂
城
町
文
化
祭
を
開
催

す
る
に
あ
た
り
、
展
示
作
品
や
芸
能

公
演
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
で
つ
く
る
文
化
祭

で
す
。
日
頃
、
手
が
け
て
い
る
作
品

や
習
っ
て
い
る
歌
や
踊
り
、
演
奏
な

ど
、
こ
の
機
会
に
発
表
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

期
日
　
10
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

会
場
　

・
作
品
展
示

文
化
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
格
致
学
校
、
文
化
の
館

・
芸
能
公
演

文
化
セ
ン
タ
ー
（
大
会
議
室
）

申
込
期
限
　
８
月
18
日（
木
）

代
表
者
会
議
　
９
月
２
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
〜

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
公
民
館
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
８
２―

２
０
６
９

　
有
線
８
２―

６
６
３
７

　
坂
城
町
鼠
橋
付
近
の
千
曲
川
河
川

敷
で
、
川
魚
や
水
生
昆
虫
の
観
察
を

し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
９
月
19
日（
月
・
祝
）

　
　
　
午
前
10
時

場
所
　
鼠
橋
下
千
曲
川
右
岸
河
川
敷

講
師
　
北
野
先
生
（
長
野
県
環
境

保
全
研
究
所
）

定
員
　
15
名  ※

定
員
に
達
し
次
第
締
切

対
象
　
小
学
生
以
上

　
　
　（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費
　
２
０
０
円（
傷
害
保
険
料
）

持
ち
物
　
長
靴
、着
替
え
、雨
具
な
ど

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
環
境
保
全
研
究
所

　
☎
０
２
６―

２
３
９―

１
０
３
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６―

２
３
９―

２
９
２
９

　
Ｅ
メ
ー
ル
　kanken-shizen@

　
　
　
　
　
　pref.nagano.lg.jp

　
更
埴
公
民
館
運
営
協
議
会
で
は
、

文
化
の
向
上
と
文
芸
の
振
興
を
願
い
、

短
詩
型
文
学
祭
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。（
投
稿
用
紙
は
坂
城
町
公
民

館
に
あ
り
ま
す
。）

部
門
　
短
歌
、俳
句
、川
柳
、現
代
詩

投
稿
料

　
応
募
用
紙
１
枚
に
つ
き
４
０
０
円

（
短
歌
１
首
、
俳
句
２
句
、
川
柳

２
句
、
現
代
詩
１
篇
）

応
募
期
間
　
８
月
１
日
〜
31
日

表
彰
式
　
11
月
26
日（
土
）午
前
10
時

　
　
　
　
上
山
田
文
化
会
館

◎
投
稿
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
８
２―

２
０
６
９

　
有
線
８
２―

６
６
３
７

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
は
「
多
様

な
人
材
を
活
か
し
、
そ
の
能
力
が
最

大
限
発
揮
で
き
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生

み
出
し
、
価
値
創
造
に
つ
な
げ
て
い

る
経
営
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
少

子
高
齢
時
代
は
、
若
者
に
加
え
て
女

性
・
シ
ニ
ア
な
ど
多
様
な
人
材
の
活

用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
経
営
者
の

重
要
課
題
の
一
つ
と
い
え
る
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
に
つ
い
て
共
に
学

び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
８
月
25
日（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

会
場
　
上
田
信
用
金
庫
し
ん
き
ん

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

基
調
発
表
　

　（
株
）Ｇ
Ｆ
Ｎ（
長
岡
市
）

　
代
表
取
締
役
　
五
味 

由
紀
子
氏

ほ
か
、
事
例
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

参
加
費
　
無
料

申
込
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

Ｗ
Ｅ
Ｂ「
地
域
人
材
バ
ン
ク
な
が
の
」

（https://jinzaibank-nagano.
com

/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

（
一
財
）浅
間
リ
サ
ー
チ
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
）

　
☎
２
１―

４
３
７
７

　この夏、ご家庭のエアコンなどの電気を切って、
坂城駅前の１６９系電車で涼みませんか？
　電車内での楽しみ方はあなた次第。涼しさをみ
んなで分けあい（シェアする）、社会全体として
の節電・省エネルギーを図ることを目的としたイ
ベントです。

日　時　８月９日（火）、10 日（水）午前９時～午後５時
場　所　坂城駅前１６９系電車
内　容　冷房の効いた１６９系電車で涼みます。
　　　　読書や歓談など、ご自由にお過ごしください。
申込み　不要
参加費　無料
◎問い合わせ先　企画政策課まち創生推進室
　☎82－3111（内線 223）　有線 88－1000
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６
年
東
組
　
高
橋
亜
依

　私
が
能
楽
教
室
で
知
っ
た
こ
と
の
一
つ
目
は
、
踊
っ

て
い
る
時
に
す
り
足
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
能
面

を
つ
け
て
い
る
と
、
前
が
あ
ま
り
見
え
な
い
の
で
、

す
り
足
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
私
も

能
面
を
つ
け
て
み
る
と
、
あ
ま
り
よ
く
前
が
見
え
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　二
つ
目
は
、
使
っ
て
い
る
楽
器
は
、
四
種
類
し
か

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
笛
、
小
鼓
、
大
鼓
、
太
鼓
、

こ
れ
し
か
楽
器
が
な
い
の
に
、
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い

る
の
で
「
す
ご
い
な
あ
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　三
つ
目
は
、
能
面
の
こ
と
で
す
。

孫
次
郎
、
増
女
、
怪
士
、
小
面
、
中
将
、

童
子
、
獅
子
、
深
井
、
般
若
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
い
ろ
ん
な
表
情

が
あ
っ
て
、
作
っ
た
人
は
す
ご
い
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

　能
楽
教
室
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、

ど
れ
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
ば
か
り

で
し
た
。

６
年
東
組
　
元
島
慶
貴

　ぼ
く
は
、『
能
』
と
い
う
も
の
を
聞
い
た
り
、
見

た
り
し
た
こ
と
が
な
く
、
能
楽
教
室
が
あ
る
ま
で

何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　能
楽
教
室
で
は
、ま
ず『
謡
』の
練
習
を
し
ま
し
た
。

声
を
高
く
し
た
り
、
低
く
し
た
り
、
リ
ズ
ム
を
変

え
た
り
す
る
こ
と
が
大
変
で
し
た
。
慣
れ
て
リ
ズ
ム

が
わ
か
っ
て
も
、息
が
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
あ
ー
」

と
大
き
な
声
で
言
う
こ
と
も
大
変
で
し
た
。

　次
に
、
実
際
に
面
を
つ
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
時
に
二
つ
の
ル
ー
ル
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
一
礼
し
て
か
ら
つ
け
る
こ
と
、

ひ
も
の
部
分
を
持
っ
て
つ
け
る
こ
と
で

す
。
面
の
種
類
は
、
百
種
類
く
ら
い

あ
る
そ
う
で
す
。
ぼ
く
は
、
中
将
と

若
い
女
の
人
、
母
親
の
面
を
つ
け
て

み
ま
し
た
。
女
の
人
の
面
は
、
小
さ

く
て
軽
か
っ
た
で
す
。

　能
楽
教
室
で
は
、
貴
重
な
体
験
が

で
き
ま
し
た
。

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
・
有
線
８
２―

２
５
５
９

坂城町交番
☎・有線82-2008

村上小学校
「能楽教室で学んだこと」

　「夏
ば
て
」と
は
、夏
の
暑
さ
の
た
め
に
体
が
弱
っ
て
し
ま
う

こ
と
で
す
。食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
、よ
く
眠
れ
な
か
っ
た
り
、

体
の
疲
れ
が
と
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。さ
ら
に
現
代
の
生
活
で

は
、冷
房
が
効
い
た
部
屋
と
暑
い
外
の
間
の
温
度
差
に
体
が
う

ま
く
対
応
で
き
ず
に
お
き
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　食
生
活
面
か
ら
注
意
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　あ
っ
さ
り
し
た
食
事
ば
か
り
で

は
、疲
れ
が
と
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

「
主
食
、
主
菜
、
副
菜
、
汁
物
」
を

そ
ろ
え
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

　歩行者の皆さんは「止まる」「見る」
「目立つ」、ドライバーの皆さんは「指
差し確認」「早めの点灯」「シートべ
ルト」を合い言葉に、道路を安全に
使用してください。

　行楽期は大勢の人や車で混雑しま
す。道路状況を確認してドライバー
の皆さんは運転に集中しましょう。
　また、渋滞時の「漫然運転」や「わ
き見運転」は、追突事故の原因とな
るため車間距離をとりましょう。
　一時停止場所や優先道路手前では
必ず止まり、危険を予測した「かも
しれない」運転を心掛けましょう。

ま
ご
じ
ろ
う

ぞ
う
お
ん
な

あ
や
か
し

こ
お
も
て

ち
ゅ
う
じ
ょ
う

ど
う
じ

し

し

ふ
か
い

は
ん
に
ゃ

う
た
い

　炭
水
化
物
や
た
ん
ぱ
く
質
を
体
内

で
利
用
す
る
時
に
欠
か
せ
な
い
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
群
は
、
夏
ば
て
の
予
防
に
大

切
な
栄
養
素
で
す
。
体
の
抵
抗
力
を

高
め
、
鉄
の
吸
収
を
助
け
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
も
意
識
し
て
と
り
ま
し
ょ
う
。

　暑
く
な
る
と
の
ど
ご
し
の
よ
い
冷

た
い
も
の
や
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
多
く

と
り
が
ち
で
す
が
、
胃
に
負
担
を
か

け
ま
す
。
ま
た
、
糖
分
の
と
り
す
ぎ

に
も
つ
な
が
り
や
す
く
、
食
欲
を
な

く
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
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水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、お手ふき、
ティッシュ、着替え、ごみ袋、お弁当（希望者）

◇平　日　　　　　午前９時～正午・午後２時～４時30分
◇第２・第４土曜日　午前９時～正午

　パパのお仕事の関係で今は岡谷市に
住んでいますが、２週間に１回くらい
は顔を見せてくれるとのこと。孫は予
想していた以上に可愛くて、よく笑う
し懐いてくれているので、岡谷に帰っ
てしまうと寂しくて仕方ないそうです。
　今年の諏訪は御柱の年、橙季ちゃん
も柱に乗せてもらいましたが、木やり
の声にびっくりして泣きだしてしまっ
たそうです。
　ばぁばの願いは、「ただただ、元気
で優しい子に育って」とのことです。

　動けるようになってきた赤ちゃんは目に映
るもの全てを新鮮に感じ、興味をもって遊び

始めます。石を拾ったり物を引っぱり出したり、動いている
小さな虫を追いかけたりしてそのものの特徴をとらえていき
ます。また、雲や風に心地よさを感じたりと五感を使い豊か
な感性を学びとっていきます。これは与えられた遊びではな
く、自発的な行動で「探索あそび」と呼ばれます。寝てばか
りの赤ちゃんからの卒業を意味しています。
　この時期は好奇心が旺盛なために、引出しを開けたり電気
のスイッチをいじったりと大人の困る行動も出てきますが、
すべて禁止してしまうのでなく、後で片付ければと許容でき
るものと危険があって絶対ダメなものと分けてみましょう。
大人が気持ちに余裕をもって、子どものいたずらを受け入れ
ましょう。
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10日（水） 午後２時～５時
文化の館

こころの
健康相談
精神科医師が心の健康に関する相談を受けます。ご
希望の場合は、前日までに保健センター【☎82-3111
（内線512）有線88-1047】へお申込みください。

８月
７日（日）

11 日（木）

14 日（日）

15 日（月）
16 日（火）
21 日（日）

28 日（日）

９月
４日（日）

中島産婦人科小児科
吉沢内科クリニック
前山歯科医院
森本眼科クリニック
千曲中央病院
小宮山歯科医院
さかき生協診療所
かつの耳鼻咽喉科
宮島歯科医院

渡辺歯科医院
宮坂歯科医院
村上堂大井クリニック
鴇沢内科クリニック
竹内歯科医院
かいぬま耳鼻咽喉科医院
島田クリニック
榑沼歯科医院

松尾医院
稲荷山医療福祉センター
あかいけ歯科クリニック

【千曲市上山田温泉】
【千曲市屋代】
【千曲市上徳間】
【千曲市内川】
【千曲市杭瀬下】
【 立 町 】
【 中 之 条 】
【千曲市粟佐】
【千曲市粟佐】

【千曲市稲荷山】
【千曲市小島】
【 網 掛 】
【千曲市屋代】
【千曲市稲荷山】
【千曲市内川】
【千曲市小島】
【千曲市内川】

【 立 町 】
【千曲市野高場】
【 鼠 】

☎(026)275-0111
☎(026)273-7050
☎(026)276-0282
☎(026)285-0020
☎(026)273-1212
☎・有線 82-2029
☎・有線 82-0101
☎(026)274-3387
☎(026)273-3064

☎(026)272-1313
☎(026)272-0133
☎ 8 1 - 3 1 3 1
☎(026)272-3713
☎(026)274-7050
☎(026)275-3341
☎(026)273-8788
☎(026)261-5005

☎・有線 82-2013
☎(026)272-1435
☎ 8 1 - 3 3 7 7

①粗大ごみ、家電６品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（びん・缶・ペットボトル・プラ
スチック容器包装・紙類等）
③小型家電の無料回収

７日（日）、21 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
坂城町役場　北側駐車場

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）有線 88-1047

健　診

４か月児健康診査

７か月児健康相談

10か月児健康相談

１才児健康相談

１才６か月児健康診査

対　象　児

平成28年４月生

平成28年１月生

平成27年10月生

平成27年６月生～７月生

平成26年12月生～27年１月生

受　付　日　時

19日（金）午後１時

31日（水）午前９時

30日（火）午前９時

９日（火）午前９時

４日（木）午後１時

■平成27年６月分　219.62ｔ
■平成28年６月分　195.68ｔ

家庭から収集所へ出される量と
直接葛尾組合に出される量の合計

心配ごと
法律相談

10日（水）、19日（金）
午前９時～11時30分
役場第４・５会議室（３階）

10日は司法書士、19日は弁護士による法律相談で
す。相談をご希望の場合は、原則前日までに社会福
祉協議会【☎・有線82-2551】へ予約してくださ
い。（ただし、当日受付が可能な場合あり）

18日（木） 午前９時～正午
役場第５会議室（３階）行政相談

年金相談 17日（水） 午前９時～午後４時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、８月９日（火）までに住民環
境課住民係【☎82-3111（内線122）有線88-1022】
へお申込みください。

10日（水） 、24日（水）
午後１時30分～４時
役場第５会議室（３階）

障がい者（児）
相 談

お盆期間中【15日（月）～16日（火）】に内科関係の医療機関を受
診する場合は、各医療機関にご確認のうえ受診してください。
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１日（月）

２日（火）

３日（水）

４日（木）

７日（日）

９日（火）

10日（水）

14日（日）

17日（水）

18日（木）

21日（日）

24日（水）

28日（日）

学校だより

明日の農業

学校だより

学校だより

楽しい民話

信号は赤です

税務署だより

楽しい民話

こちら119番

川　　柳

楽しい民話

明るい消費生活

楽しい民話

小学生放送コンクールから
南条小学校代表

野菜の管理
ＪＡちくま 野沢営農指導員
小学生放送コンクールから

坂城小学校代表
小学生放送コンクールから

村上小学校代表
長ぐつをはいたねこ
鼠　玉井かつ子さん

交通事故防止等
坂城町交番

財産を相続したとき
上田税務署

もも太郎
旭ヶ丘　中村秀子さん

防災訓練への参加
消防署

ＪＡ文芸
選者　小宮山正雄さん

食わずの梨
込山　岡田由貴子さん
最近の消費生活相談から
北信消費生活センター

法事の使い
金井　青木典子さん

町立図書館：☎・有線 82－3371　開館時間：午前 10 時～午後６時

が休館

日にち 番組名 内容／出演

朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時
午後６時

月
１
８
15
22
29

土
６
13
20
27

☆おはなし会　午前 11 時～
　27 日（土）１階・畳スペース
☆点字・点訳講座　午後２時～
　２日（火）、23 日（火）　講師：山口静枝さん

◎問い合わせ先　有線本部
　☎82－3111（内線 222）有線 88－1000

平成28年７月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,076世帯（－  4）
人　口： 15,328人    （－13）
　男　：  7,553人　（－  5）
　女　：  7,775人　（－  8）

件　数：　　  5件
累　計：　　31件　（±  0）
死　者：　　  0人
累　計：　　  1人　（＋  1）
負傷者：　　  8人
累　計：　　41人　（－  4）

平成28年６月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

金
５
12
19
26

☆児童図書
・よみがえれアイボ ── ロボット犬の命をつなげ
　（著：今西乃子　写真：浜田一男／金の星社）
・ポプラディア大図鑑ＷＯＮＤＡ・超はっけん大図鑑①　

カブトムシ・クワガタムシ
　（監修：海野和男／ポプラ社）

６月には、一般書137冊、児童書84冊が入りました。
町ホームページで新着図書のリストが見られます。

☆一般図書
・世界のクジラ・イルカ百科図鑑
　（編：アナリサ・ベルタ　監訳：山田  格　訳：黒輪篤嗣／河出書房新社）
・おいしい雑草 ── 摘み菜で楽しむ和食
　（著：平谷けいこ、赤間博斗　監修：摘み菜を伝える会／山と溪谷社）

えほん遠野物語　まよいが
（原作：柳田国男　文：京極夏彦　絵：

近藤薫美子／汐文社）
　怪談や妖怪の著作も多い京極夏彦さんは、
民俗学者・柳田国男さんが岩手県遠野地方
の民話を集めた『遠野物語』を現代風に語
りなおした作品も手がけています。そのなか
から、訪れた人に幸運を授ける「迷い家」
の話が絵本になりました。細かく書き込まれ
た絵も、雰囲気をよく伝えています。

☆おすすめの本

日
　
７
14
21
28

水
３
10
17
24
31

●８月21日（日）までの夏休み期間は、通常より30分
早く、午前９時30分に開館します。

●お盆の間も、15日（月）以外は開いています。

火
２
９
16
23
30

まよ が

木
４
11
18
25
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■編集・発行　〒389-0692 長野県埴科郡坂城町大字坂城10050
　　　　　　  坂城町役場企画政策課
　　　　　　  ☎ 0268-82-3111　FAX 0268-82-8307
■印　  　刷　滝沢印刷合同会社

「広報さかき」へのご意見・ご要望を
お寄せください

埴科消防ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会

第２分団が優勝！ 県大会へ！！

　
６
月
15
日（
水
）、
千
曲
坂
城
消
防
組
合

と
日
精
樹
脂
工
業（
株
）が
、「
災
害
時
に

お
け
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
場
外
離

着
陸
場
の
施
設
利
用
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
医
療
機
器
や
医
薬

品
を
備
え
、
医
師
・
看
護
師
が
同
乗
し
、

救
急
現
場
で
の
早
期
の
治
療
や
搬
送
に
よ

り
、
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、
町
内
で

は
12
件
の
出
動
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
南
条
地
区
の
離
着
陸
場
は
、

南
条
小
学
校
の
校
庭
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
度
の
建
替
え
に
よ
り
、
安

全
面
を
考
慮
す
る
と
離
着
陸
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
南
条
地
区
で
災
害

が
発
生
す
る
な
ど
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
は
、日
精
樹
脂
工
業（
株
）

の
グ
ラ
ン
ド
な
ど
を
離
着
陸
場
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

▲第２分団

　
７
月
３
日（
日
）、
千
曲
市
大
西
緑

地
公
園
で
、
第
57
回
埴
科
消
防
ポ
ン

プ
操
法
大
会
及
び
第
11
回
埴
科
消
防

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
が
開
催
さ
れ
、
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
に
お
い
て
第
２
分

団（
金
井
）が
２
年
ぶ
り
に
見
事
優
勝

を
果
た
し
、
県
大
会
へ
の
出
場
権
を

手
に
入
れ
ま
し
た
。

　
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
出
場
し
た
の

は
、
町
大
会
の
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

で
優
勝
し
た
第
２
分
団
と
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
で
優
勝
し
た
第
10
分

団（
上
五
明
）、
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
に

は
ラ
ッ
パ
分
団（
本
部
付
）が
出
場
。

３
分
団
と
も
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

発
揮
さ
れ
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

で
第
10
分
団
が
第
３
位
、
ラ
ッ
パ
分

団
が
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
出
場
選

手
の
中
で
、
指
揮
者
、
番
員
ご
と
に

最
も
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方
が
個

人
表
彰
さ
れ
、
第
２
分
団
の
山
極
卓

弥
さ
ん（
１
番
員
）、
宮
島
秀
行
さ
ん

（
３
番
員
）、
塩
入  

誠
さ
ん（
４
番
員
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】

優
　
勝
　
第
２
分
団（
金
井
）

準
優
勝
　
第
９
分
団

　
　
　
　（
網
掛
・
小
網
・
月
見
）

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

優
　
勝
　
第
10
分
団（
上
五
明
）

準
優
勝
　
第
11
分
団（
上
平
）

第
３
位
　
第
６
分
団

　
　
　
　（
南
日
名
・
北
日
名
・
和
平
）

町
大
会
結
果（
６
月
26
日
開
催
）

町の消防団は、火災発生時はもちろん、地域の安全を守るために
日々活動をしています。興味のある方は下記までご連絡ください。
◎連絡・問い合わせ先　☎82－3111（内線 124）　有線 88－1024

消防団員随時募集中！

空飛ぶ救命！ 一刻も早い救急医療のために

▲第10分団

▲ラッパ分団

▲左から、岡田昭雄千曲市長（千曲坂城
消防組合管理者）、日精樹脂工業（株）
依田穂積代表取締役社長、山村町長（千
曲坂城消防組合副管理者）

災害時のドクターヘリ場外離着陸場施設利用協定
2016 年

8月
号

No.473

登録型情報メール
配信サービス

登録をご希望の方は、ＱＲコードからアクセスするか次のメール
アドレスへ空メールを送信してください。　t-sakaki@sg-m.jp
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